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 「
子
供
を
真
ん
中
に
し
た
給
食
」と
い
う

新
た
な
潮
流

評
＝
島
村
菜
津
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）　

　
昨
年
の
秋
、
都
内
の
大
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
た
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
は
、
会
場
に
１
０
０
０
人
が
集

い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
４
０
０
０
人
が
参

加
す
る
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。
そ
の
熱
気

に
、
子
供
た
ち
の
食
を
豊
か
に
と
い
う

大
人
た
ち
の
切
な
る
思
い
を
感
じ
た
。

ま
た
、
こ
れ
を
陰
で
支
え
た
の
は
「
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
マ
ッ
プ
」（
野
々
山

理
恵
子
事
務
局
長
）
と
い
う
有
機
給
食

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
た
女

性
を
軸
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
５
０

人
で
あ
る
。

　

本
書
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に

「
人
を
動
か
す
の
は
、
経
済
的
理
由
と

は
限
ら
な
い
。
何
か
の
思
い
か
ら
、
人

は
動
く
」。
全
国
大
会
の
熱
気
も
冷
め

や
ら
ぬ
今
、
世
に
出
た
本
書
は
、
学
校

給
食
を
有
機
に
変
え
る
た
め
の
具
体
的

な
ノ
ウ
ハ
ウ
本
に
留
ま
ら
な
い
。　
　

　
た
と
え
ば
、
大
事
な
視
点
は
、
有
機

化
の
対
象
を
、
学
校
や
保
育
所
に
限
ら

ず
、
福
祉
施
設
や
病
院
、
役
場
や
刑
務

所
の
食
ま
で
見
据
え
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
否
定
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

セ
ン
タ
ー
方
式
で
も
、
千
葉
県
い
す
み

市
や
大
分
県
臼
杵
市
で
は
有
機
化
を
実

現
で
き
た
こ
と
。
規
模
に
も
よ
る
が
、

有
機
化
の
先
進
国
イ
タ
リ
ア
で
は
７
割

以
上
が
セ
ン
タ
ー
方
式
で
あ
る
。

　
日
本
最
大
の
課
題
は
、
有
機
農
産
物

が
足
り
な
い
こ
と
。
各
地
の
Ｊ
Ａ
が
、

有
機
農
業
を
生
き
残
り
策
の
一
つ
に
し

っ
か
り
位
置
づ
け
る
こ
と
が
鍵
だ
が
、

本
書
に
も
、
近
郊
の
Ｊ
Ａ
の
協
力
の
下
、

２
０
２
７
年
ま
で
に
有
機
米
１
０
０
％
、

有
機
野
菜
１
０
０
％
と
い
う
高
い
目
標

を
掲
げ
る
熊
本
県
山
都
町
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
有
機
農
業
へ
の
転
向

を
積
極
的
に
支
援
す
る
「
コ
ー
プ
自
然

派
」
の
活
動
も
興
味
深
い
。

　
さ
ら
に
生
産
過
程
で
多
く
の
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
す
る
肉
や
魚
を
減
ら
し
、
卵
、

乳
製
品
、豆
、全
粒
穀
物
、野
菜
か
ら
タ

ン
パ
ク
質
を
と
る
メ
ニ
ュ
ー
や
旬
の
野

菜
に
こ
だ
わ
る
フ
ラ
ン
ス
や
ミ
ー
ト
レ

ス
マ
ン
デ
ー
を
取
り
入
れ
た
ア
メ
リ
カ

の
話
は
す
ぐ
に
で
も
始
め
ら
れ
そ
う
だ
。

　
各
地
の
多
様
な
試
み
に
、
子
供
を
真

ん
中
に
し
て
給
食
を
考
え
る
こ
と
で
、

都
市
や
農
村
、
生
産
者
と
消
費
者
、
左

や
右
と
い
っ
た
対
立
か
ら
共
闘
へ
向
か

う
新
た
な
潮
流
を
感
じ
た
。
有
機
給
食

へ
の
挑
戦
は
政
治
を
自
分
た
ち
で
つ
く

る
と
い
う
民
主
主
義
の
深
化
で
も
あ
る
。

『有機給食スタートブック』


